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春の肱川　のんびり遊覧



　

私
が
父
の
影
響
を
受
け
て
本

格
的
に
カ
ヌ
ー
を
始
め
た
の

は
、
小
学
校
１
年
生
の
と
き
で

し
た
。
毎
週
日
曜
日
に
肱
川
で

練
習
し
て
い
ま
す
が
、
寒
い
時

期
に
は
カ
ヌ
ー
に
は
乗
ら
ず
、

マ
ラ
ソ
ン
や
腹
筋
運
動
な
ど
を

し
て
体
力
を
つ
け
て
い
ま
す
。

暖
か
く
な
っ
た
ら
肱
川
で
カ
ヌ

ー
が
で
き
る
の
で
、
今
か
ら
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
は
山
梨
県
で
開
催
さ
れ
た

全
国
少
年
少
女
カ
ヌ
ー
大
会
で

５
位
に
入
賞
し
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　

私
は
、
小
さ
い
子
が
好
き
な

こ
と
と
、
５
歳
か
ら
習
っ
て

い
る
ピ
ア
ノ
を
生
か
し
て
、
将

来
は
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
学
校

の
授
業
で
保
育
所
交
流
を
し
た

と
き
、
と
て
も
楽
し
く
て
、
そ

の
思
い
が
よ
り
強
く
な
り
ま
し

た
。

　

４
月
か
ら
中
学
生
に
な
り
新

し
い
生
活
が
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
将
来
の
夢
に
向
か

っ
て
一
歩
ず
つ
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

カヌーを頑張って続けます
喜多小学校 6 年（現：大洲北中学校 1 年）

　德　永　智
とも

　香
か

　さん

が ん ば る 大 洲 っ 子

現在の大洲

今 月 の 表 紙CONTENTS　目次

2 ページ  がんばる大洲っ子・今月の表紙

3 ページ～   （特集）大洲での暮らしを応援します

6 ページ～  シリーズ

8 ページ～ おおずニュース

13ページ～ おしらせピックアップ

22ページ～  情報ひろば

24ページ  集まれＯ級若モン

25ページ～  図書館・保健センター・各種相談ガイド

28ページ  がんばるひと

　　　　　　　（読み聞かせボランティアぼちぼちいこ会）

税　　　別 5月 6月 7月 8月

市 県 民 税 1期 2期

固 定 資 産 税 2期

軽 自 動 車 税 全期

国 民 健 康 保 険 税 1期 2期

市税などの納付は、便利で安心な「口座振替」を。

5 月の納税など　納期限は 5月31日㈬です。

人の動き（先月比）

人口　　　44,634人　（－140 ）
　男　　21,343人　（－ 69 ）
　女　　23,291人　（－ 71 ）
世帯数　20,119世帯（　   ₁ ）

交通事故（昨年同期）

　件数　　16件（   44 件）
　死者　　　₀人（     ₁ 人） 
　負傷者　17人（   60 人）

（2017年 3 月末現在）

　今年で37年目を迎え
る観光渡し船「臥

が

龍
りゅう

の
渡し」の運行開始セレ
モ ニ ー が 3 月29日 ㈬、
如
にょほう

法寺
じ

河原で行われま
した。
　うかいでも使用され
る屋形船からは、臥龍
山荘や冨

とみ

士
す

山
やま

を肱川か
らゆっくり眺めること
ができます。
　この日乗船した大洲
小 学 校 5 年 生 8 人 は、

「景色がきれいで楽し
い」と、春の遊覧を楽
しんでいました。
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（特集）
大洲での暮らしを応援します

市内外からの子どもたちでにぎわう「ふれ愛パーク」（東大洲）。大洲市には家族で楽しめる公園があります。

　地方における人口減少や少子高齢化は、深刻な状況であり、地域活力や行政サービスの低下にもつな
がるおそれがあります。
　大洲市では、観光・特産品などを通じた情報発信と併せて「暮らしやすい居住環境」や「充実した子
育て環境」をＰＲするとともに、若者をはじめ、市民のみなさんが働きながら暮らし続けたいと思える
まちづくりを進めています。
　 4 月から、市への移住・定住を促進するため、暮らしを応援する補助制度を創設しましたので、紹介
します。
≪移住・定住のための支援制度対象者≫
支援その 1 「住まい編」　　　 空き家バンク登録物件や新築住宅に 5 年以上定住し、地区住民と協調で

きる人
支援その 2 「結婚新生活編」　結婚に伴い、新たに賃貸住宅を借りた（借りる）人
支援その 3 「市内就業編」　　市内での新規就業に伴い、新たに賃貸住宅を借りた（借りる）人
　　　　　　　　　　　　　　市内で就業・居住し、奨学金を返還している人
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支援その 2　　結婚新生活編（入居・引越・家賃補助）

●空き家バンク登録物件や新築住宅に 5 年以上定住し、地区住民と協調できる人
補
助
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

補
助
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

支援その 1　住まい編（空き家取得改修など・住宅新築補助）

1 年以上市外に住所を有し、
H28. 4 . 1 以降に、転勤、就学など以
外で、市内に転入した

中学生以下の
子どもがいる

結婚 5年以内
の夫婦である

保護者（夫婦）のいずれかが
40歳未満である

家族のいずれかが50歳未満である

いいえ いいえ いいえ

いいえ
いいえ

はい
はい はい

はい はい はい

補助金の対象 県外移住世帯 県内移住世帯 市内対象世帯 経費下限額

空き家改修費
家財道具処分費

最大400万円
最大　20万円

(補助率 2 / 3 )

最大100万円
最大　10万円

(補助率 1 / 2 )

最大50万円
最大10万円

(補助率 1 / 2 )

50万以上
5 万円以上

空き家取得費
（補助率 1 /10） 最大100万円 最大50万円 最大25万円 100万円以上

新築住宅取得費
（補助率 1 /10） 最大100万円 最大50万円 最大25万円 100万円以上

※事業計画の認定を受ける前に工事などに着手した場合は、補助対象となりませんので、ご注意ください。
※空き家改修費および家財道具処分費は、市内業者が請け負うものが補助対象となります。
※「最大」とは、中学生以下の子育て世帯や市内業者施工などによる加算額を加えた額です。

●空き家バンク登録物件募集中
住宅（個人が居住目的で建築した空き家）、店舗（個人・法人が自ら商業などを目的として建築した空き店舗）、
宅地（個人が所有する宅地（建物の解体を前提としたものを含む））の登録物件を募集しています。

◎家財道具などを処分する人

最大　10万円（補助率 1 / 2 ）
◎契約に伴い媒介手数料を支払う人

最大　 5万円

●結婚に伴い、新たに賃貸住宅を借りた（借りる）人

補
助
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

いいえ

いいえ

いいえいいえ
はい

はい はい

Ｈ29. 3 . 1 以後に結婚し、結婚日現在で
夫婦のいずれかが40歳未満である

賃貸住宅の契約が結婚の 3カ月前以降である

世帯の所得が340万円未満である いずれかが国・自治体等正規職員ではない

補助金の対象 補助金額 補助金

入居・引越費用
家賃（住宅手当控除後）

最大24万円
（ 1 回限り）

最大12万円
（ 1 回限り）
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　市公式ホームページ内に「移住・定住支援サブサイト」を新たに制作しました。補助制度をはじめ、
暮らしに必要な情報なども掲載していますので、ご覧ください。
　空き家バンクへの登録や移住・定住に関する相談など、お気軽にお問い合わせください。

【問い合わせ先】大洲市移住・定住支援センター （市役所　 5 階　地域活力課内）
☎57－9989　　FAX24－0080　
E-mail：iju-teiju@city.ozu.ehime.jp　　HP：http://www.city.ozu.ehime.jp/site/iju-teiju/

支援その 3　市内就業編（家賃・奨学金返還補助）

●市内における新規就業に伴い、
　新たに賃貸住宅を借りた（借りる）人

●市内で就業・居住しながら、
　奨学金を返還している人

県外移住世帯 県内移住世帯

市外の大学、短大、専門学校などの新卒者などを含む

Ｈ29. 3 . 1 以降に市内に就業した

転勤者（本社が市内にある場合を除く）
や国・自治体などの正規職員ではない

賃貸住宅の契約が市内就業の
3カ月前以降である

市外の大学、短大、専門学校などの在学中に
奨学金の貸与を受け、遅滞なく返還している

Ｈ28. 3 . 1 以降に市内に就業し、
1年以上、市内で就業・居住している

30歳未満で、 5年以上定住する予定

転勤者（本社が市内にある場合を除く）
や国・自治体等の正規職員ではない

いいえ いいえ

いいえ いいえ

いいえ いいえ

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

はい

補
助
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん

補助金の対象 補助金の対象1 ヵ月の補助金額 年間の補助金額

家賃
(住宅手当控除後)

奨学金返還額農林水産業就業
最大 2 万円（最長36月）

就職・起業
最大1.5万円（最長24月）

最大12万円（最長 5 年）
（補助率 1 / 2 ）

※「就職・起業　最大1.5万円」は、中学生以下の子育て世帯による加算額を加えた額です。
※「農山漁村地域新規参入・確保育成支援事業」の給付対象者は、50歳以上の人でも家賃補助の対象となります。

農山漁村地域新規参入確保・育成支援事業
　新たに「農林漁業に就業する65歳未満の人」に対し、要件に応じた給付金の給付、機械・施設の整備に必
要な経費の一部を補助します。

※就農する45歳未満の人には、青年就農給付金（最大150万円/年（最長 5 年））制度があります。
【問い合わせ先】農林水産課　☎24－1727

◎給付金（～54歳）

最大　120万円/年（最長 5年）
◎給付金（55～64歳）

最大　60万円/年（最長 5年）
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ジョセフ・ディオリオ　さん
　「大洲の人は優しい」と話
すアメリカ出身の28歳。

　

私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
で
生
ま
れ
た

後
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に
移
り
25
年
間
過
ご

し
ま
し
た
。
タ
ン
パ
の
サ
ウ
ス
フ
ロ
リ

ダ
大
学
を
卒
業
後
は
、
婚
約
者
と
テ
ネ

シ
ー
州
へ
引
っ
越
し
ま
し
た
。
３
年
間

小
学
校
の
教
師
と
し
て
働
い
た
後
、
昨

年
12
月
に
愛
媛
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
で
２
度
目
の
来
日
に
な
り
ま
す
。

　

フ
ロ
リ
ダ
に
は
、
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
番
有
名
な

の
は
、
オ
ー
ラ
ン
ド
と
マ
イ
ア
ミ
で
し

ょ
う
。
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
ワ

ー
ル
ド
・
リ
ゾ
ー
ト
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

ス
タ
ジ
オ
・
フ
ロ
リ
ダ
な
ど
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
パ
ー
ク
や
美
し

い
ビ
ー
チ
も
あ
り
ま
す
。
私
の
お
気
に

入
り
は
、
フ
ロ
リ
ダ
湾
の
ク
リ
ア
ウ
ォ

ー
タ
ー
ビ
ー
チ
で
す
。

　

カ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
エ
ル

ヴ
ィ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
、
ウ
イ
ス
キ
ー

が
好
き
な
ら
テ
ネ
シ
ー
州
を
お
薦
め
し

ま
す
。
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
や
メ
ン
フ
ィ
ス

が
有
名
な
都
市
で
す
が
、
農
業
や
狩
猟

が
一
般
的
な
産
業
で
、
ほ
と
ん
ど
が
地

方
都
市
で
す
。

　

日
本
に
来
る
前
は
、
大
洲
市
の
こ
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
景
色
は
と

て
も
美
し
く
、
み
ん
な
と
て
も
親
切
で

す
。
愛
媛
で
英
語
を
教
え
る
機
会
に
恵

ま
れ
て
本
当
に
う
れ
し
い
で
す
し
、
大

洲
に
赴
任
し
た
こ
と
は
幸
運
だ
と
思
い

ま
す
。
い
つ
の
日
か
、
移
住
し
て
も
い

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
度
、
ア
メ
リ

カ
の
家
族
や
友
人
に
、
大
洲
市
を
紹
介

す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

クリアウォータービーチ

ナッシュビル

文化財
汗
あせ

生
ぶ

城跡
大洲市指定史跡
個人所有

　本城跡は、肱川中流域にあたる肱川町宇和川
の汗生地区にあります。肱川に面し、左岸に続
く山並みの中腹に築かれ、標高は約150ｍです。
肱川町中居谷に所在する橘城跡（市史跡）の支
城にあたり、冨永氏が居城していました。天

て ん
正
しょう

8 ～ 9 年（1580～81）、土佐の長
ちょう

宗
そ

我
か

部
べ

氏の侵攻
によって落城したとされます。
　本城跡は、南から北へ伸びる尾根筋に沿って
連なる 6 つの曲

く る

輪
わ

と、大規模な堀
ほ り き り

切とで構成さ
れています。本丸は、最も南側の曲輪で、東西
約34ｍ、南北約38ｍの方形状になり、本城跡で
は最大の曲輪です。この南側には、馬てい形を
した土

ど
塁
る い

状の防御設備が備えられ、敵の侵入を
かたく拒んでいます。本城跡は、周辺の城郭と
比較して規模が大きく、また、全体的に当時の
形状をよく保っていて、この地域の中世城郭の
様相を知るうえでとても重要です。

（昭和37年11月 3 日指定）

野　鳥
キガシラセキレイ
（黄頭鶺鴒）
スズメ目　セキレイ科
全長　16.5㎝

　広く中央アジアで繁殖してインドシナ、中国
南部で越冬するセキレイの仲間です。ほかのセ
キレイ同様に尾羽を上下に振るのが一番の特徴
で、頭からお腹にかけて黄色が際立ち、間違う
ことはありません。
　日本では、まれな旅鳥で、南西諸島や日本海
側の離島で観察されますが、2009年 5 月、大洲
市内の小川で県内で初めて撮影されました。発
見から数日の滞在でしたが、疲れた体を癒やす
のに十分な休養が出来たのか、繁殖地に向かっ
ていきました。
　科学の発達した現代において、風の影響でコ
ースを外れても、一億数千万年かけて培った帰
巣本能が働く野鳥たちと、何かに頼らなければ
目的地に行けない私たちとの差は、一体どこに
あるのでしょうか。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

汗生城跡 縄張図
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シリーズＡＬＴ（外国語指導助手）のつぶやき
大洲のみなさん、はじめまして



　ゴールデンウィークの予定は決まりましたか。各
地でさまざまなイベントが開催されるこの時期、冨

とみ

士
す

山
やま

では約 6 万3,000本のツツジが咲き誇ります。
　「えひめ森林浴88ヵ所」にも指定されている冨士山
には、子どもが遊べる「ちびっこ広場」や整備され
た遊歩道で散策を楽しむことができます。ゴールデ
ンウィーク中に、マイカーで山頂に行くには駐車場
整理料金が必要ですが、無料送迎バスもありますの
で、ぜひご利用ください。

大洲商工会議所青年部　大洲ご当地クイズ
【先月号のクイズの解答・解説】
　五郎河川敷の約 7 ヘクタールの菜の花畑には、菜
の花が何本あるでしょうか。

①　約100万本
②　約250万本
③　約350万本

正解…③

解説…五郎河川敷の菜の花は、「五郎花を愛する会」
のみなさんが育てています。毎
年、「五郎菜の花まつり」が開催
され、市内外からたくさんの人
がおとずれます。「ハコモノは一
度来たら終わりだが、花は毎年
見に来てもらえる」と聞いたこ
とがあります。
　来年も大洲の菜の花畑におと
ずれた人の笑顔の花が咲くこと
を待ちわびるばかりです。

【今月のクイズ】
　冨士山には、約2,000年前に
運ばれてきたといわれる神秘
的な座禅石があります。その
石の名称は何でしょう。

①　メンヒル
②　ドルメン
③　ドンビ岩

※ 今月のクイズの答えは、広報大洲 6 月号に掲載します。

　

通
信
販
売
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

～
１
回
限
り
の
購
入
の
つ
も
り
が
、
実
は
定
期
購
入
だ
っ
た
～

　

注
文
後
、
定
期
購
入
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
が
、
途
中
解
約
で
き
な
い
と

い
う
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事　

例
】

　

健
康
食
品
に
興
味
の
あ
る
Ａ
さ
ん

が
、「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
初
回
購
入
金
額

５
４
０
円
」
の
広
告
を
携
帯
電
話
で
見

つ
け
「
す
ご
く
健
康
に
良
さ
そ
う
。
安

い
か
ら
注
文
し
よ
う
か
し
ら
」
と
早
速

注
文
し
ま
し
た
。
後
日
、
商
品
が
届
い

て
服
用
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ
さ
ん
は
体
調

不
良
を
感
じ
「
体
に
合
わ
な
い
し
、
飲

ま
な
い
で
お
こ
う
。
で
も
、
５
４
０
円

で
安
か
っ
た
か
ら
良
か
っ
た
」
と
、
服

用
を
止
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
翌
月
、
同
じ
商
品
が
再
び

届
き
、
８
０
０
０
円
を
請
求
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
、明
細
書
を
よ
く
見
る
と
、

３
回
の
定
期
購
入
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
は
大
急
ぎ

で
販
売
者
へ
連
絡
し
ま
し
た
。

　
Ａ
さ
ん
「
試
し
に
買
っ
た
だ
け
で
、

体
調
不
良
に
な
る
し
、
解
約
し
ま

す
」

販
売
者
「
購
入
画
面
に
定
期
購
入

が
条
件
と
明
記
し
て
い
ま
す
の
で
、

解
約
で
き
ま
せ
ん
」

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

こ
の
よ
う
な
事
例
で
、
購
入
サ
イ
ト

に
定
期
購
入
と
分
か
る
表
記
が
正
確
か

つ
明
瞭
で
あ
る
場
合
、
残
念
な
が
ら
消

費
者
の
見
落
と
し
で
、
当
然
、
途
中
解

約
で
き
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
安
い
か

ら
と
急
い
で
注
文
せ
ず
、
記
載
内
容
を

確
認
し
て
、
十
分
に
検
討
し
て
か
ら
購

入
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
個
別
の
事
情
に
よ
り
、
解
決

方
法
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
同
様
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
・
受
付
時
間
】

大
洲
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
㉔
１
７
９
０

平
日　

午
前
９
時
〜
正
午

　
　
　

午
後
１
時
〜
５
時

消費者庁イラスト集より

定期コースでの
購入に限る
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平成29年度　大洲市職員人事異動
市職員221人が 4月 1日付で異動

佐
野　

友と
も
ひ
こ彦

（
市
立
大
洲
病
院
）

菊
池　

正ま
さ

美み

（
市
立
大
洲
病
院
）

思お
も

田だ

ひ
か
り

（
市
立
大
洲
病
院
）

中
岡　

南み
な

美み

（
市
立
大
洲
病
院
）

小こ

清し

水み
ず

文あ
や

那な

（
市
立
大
洲
病
院
）

久
保　

奈な

み巳

（
市
立
大
洲
病
院
）

大
森　

千ち

華か

（
市
立
大
洲
病
院
）

須
内　

裕ゆ

加か

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

髙た
か

藤ふ
じ

香か

な

こ
奈
子

（
徳
森
保
育
所
）

菊
池
し
お
り

（
肱
北
保
育
所
）

松
岡
佐さ

や

か
也
加

（
大
洲
保
育
所
）

新あ
ら

穗ほ　

里り

さ沙

（
菅
田
保
育
所
）

德
本
美み

さ

き
沙
輝

（
社
会
福
祉
課
）

菊
池
早さ

き

こ
希
子

（
社
会
福
祉
課
）

久
保　

智と
も

絵え

（
都
市
整
備
課
）

兵
頭　

宏ひ
ろ

基き

（
税
務
課
）

西
岡　

貴た
か
ふ
み史

（
企
画
政
策
課
）

城
戸　

愛あ
い

香か

（
教
育
総
務
課
）

播は
り

田た　

宜の
り

子こ

（
高
齢
福
祉
課
）

土
居　

卓た
く

也や

（
商
工
産
業
課
）

新規採用（20人）

人事異動の基本方針
　今年度の人事異動にあたっては、市民の安全安
心な暮らしを確保し、活力ある地域づくりを推進
するため、執行体制の再編を行いました。また、
職場の活性化を図るため長期勤務（概ね 4 年以
上）となる職員を可能な限り異動を実施するとと
もに、女性職員の積極的登用を図り、適材適所の
人事配置に努めました。

1 　主要な事務事業推進のための人事配置
▽ 総合政策部に「地域活力課」を設置し、「元気

と活力の維持・向上」を図るとともに、地域の
活性化施策に取り組みます。

▽ 企画政策課内に設置している政策秘書室を廃止
し、当課直下の係制とすることで効率性の向上
を図ります。

▽ 社会福祉課内に「障がい者基幹相談支援センタ
ー」を設置するとともに、専門職員を増員配置
し、障がいのある人やその家族などが抱えてい
る不安や課題を共有し、共に解決するための支
援を行います。

▽ 農林水産課の課内室として「水産室」を設置し、
水産業のさらなる振興に向け、効果的かつ効率
的な業務執行が可能となるよう組織体制を整え
ます。

▽ 保健センターに女性課長補佐（保健師）を増員
配置するとともに、各部署に女性係長を配置す
るなど、女性職員の管理職および係長級以上へ
の積極的な登用を行います。

▽ えひめ国体の成功に向け、組織体制を整えると
ともに、関係部署との連携をさらに推進します。

▽ 愛媛県との相互人事交流を継続し、農林水産課
に農商工連携推進担当の県職員 1 人を受け入れ
るとともに、県原子力安全対策課へ職員 1 人を
派遣します。

▽ 本市の施策に係る情報の収集、発信などのた
め、引き続き愛媛県東京事務所へ職員を派遣し
ます。

▽ 再任用制度を運用し、本年は退職職員37人の内、
部長級職員を含め20人を再任用します。

2 　異動総数
▽異動総数　　　221人　（昨年度　269人）
▽異動率　　　   31．0％　（昨年度　37.7%）
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新たに地域おこし協力隊が着任しました
　河辺地域と戒川地区を中心に活動を行う地域おこし協力隊が、 4 月から新たに 2 人着任しました。
　着任にあたり、 4 月 3 日㈪に市長より委嘱状が交付されました。

小　泉　信
しん

　二
じ

さん（河辺支所地域振興課）

活動内容
▽河辺の未来を考える会での企画・運営などの活動
▽ふるさとの宿での営業、情報発信、観光・特産品販売拠点整備などの活動

「みなさんに早くとけこみ、少し
でも地域発展の役に立ちたい」

「定住に向けて、まずは地域に
なじむことを心がけたい」

猪
いの

　口
くち

　智
さと

　史
し

さん（農林水産課）

活動内容
▽樫谷棚田保存会で米の栽培、棚田オーナー制度の運営、イベントの活動支援
▽戒川地区の地域活性化活動支援
▽ 6 次産業化支援など地域活性化につながる活動

地
域
を
守
る
た
め
に
　
～
大
洲
市
消
防
団
入
団
式
～

　

平
成
29
年
度
大
洲
市
消
防
団
入
団
式

が
４
月
６
日
㈭
、
市
役
所
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
団
式
に
は
、
今
年
度
入
団
す
る
25

人
を
代
表
し
て
和
氣
敏と
し

典の
り

さ
ん
（
新
谷

分
団
）
に
中
川
一い
ち

夫お

消
防
団
長
か
ら
辞

令
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
市
長
は
、「
住
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
最
前
線
の
消
防
団
員
と
し
て

訓
練
に
励
み
、
地
域
の
安
心
安
全
の
要

と
な
る
よ
う
、
期
待
し
て
い
る
」
と
激

励
の
言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
川
消
防
団
長
か
ら
は
「
今

日
か
ら
地
域
の
消
防
団
の
先
輩
や
消
防

署
員
の
指
導
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓

練
を
通
し
て
、
一
日
で
も
早
く
一
人
前

の
消
防
団
員
と
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い

る
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
自
分
を
見
失

う
こ
と
な
く
、
住
民
の
救
助
が
出
来
る

よ
う
訓
練
に
臨
ん
で
ほ
し
い
」
と
訓
示

が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
消
防
団
員
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
、
大
洲
市
で
も
機
能
別
消
防
団

員
制
度
の
導
入
な
ど
、
団
員
の
確
保
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　

本
年
度
入
団
し
た
団
員
た
ち
は
、
厳

し
い
訓
練
や
研
修
な
ど
に
参
加
し
、
自

己
研
さ
ん
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
今
後
、
若
い
力
が
地
域
防

災
活
動
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
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平成28年度　土砂災害防止に関する作品コンクール表彰
　国土交通省と愛媛県では、小中学生のみなさんに土砂災害防止についての理解と関心を深めてもらうため、
毎年「土砂災害防止に関する作品コンクール」を開催しています。平成28年度のコンクールでは、大洲市か
ら小学生・絵画部門で 2 人が表彰されました。
※学年は、作品作成時のものです。

強
い
体
と
心
を
つ
く
る

　

社
団
法
人
極
真
会
館
大
洲
警
察
署
空

手
教
室
主
催
で
、
青
少
年
の
健
全
育
成

と
非
行
防
止
を
目
的
と
し
た
第
19
回
大

洲
少
年
空
手
道
大
会
が
３
月
12
日
㈰
、

総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

直
接
打
撃
に
よ
る
「
組
手
の
部
」
の

ほ
か
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
正
式
種
目
と
な
る
「
型
の
部
」
が

新
た
に
設
け
ら
れ
た
今
大
会
に
は
、
県

内
外
よ
り
３
２
２
人
の
小
・
中
学
生
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

各
選
手
は
日
ご
ろ
培
っ
た
鍛
錬
の
成

果
を
競
い
合
い
、
会
場
に
は
家
族
や
仲

間
か
ら
の
掛
け
声
が
響
い
て
い
ま
し

た
。気

持
ち
ひ
と
つ
に
熱
い
声
援

　

第
89
回
選
抜
高
校
野
球
大
会
に
出
場

し
た
帝
京
第
五
高
等
学
校
の
初
戦
を
、

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
応
援
す
る
パ
ブ
リ

ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
が
３
月
23
日
㈭
、

リ
ジ
ェ
ー
ル
大
洲
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
応
援
の
力
を
甲
子
園
に
届
け

よ
う
と
、
会
場
に
は
約
３
５
０
人
が
集

ま
り
、
横
断
幕
や
メ
ガ
ホ
ン
で
力
強
く

声
援
を
送
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
昨
年
夏
の
優
勝
校
の
作
新
学

院
（
栃
木
）
相
手
に
１
対
９
で
敗
れ
ま

し
た
が
、
選
手
た
ち
の
懸
命
な
プ
レ
ー

に
、
最
後
ま
で
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

国土交通大臣賞

小　泉　夏
か

　帆
ほ

さん
（粟津小学校 6 年）

　夏休みに先生からアドバイスを受けながら、屋根が崩れて
いる家の様子を表現しました。描いているときは大変だった
けれど、頑張ってよかったです。

愛媛県砂防協会会長賞

吉　田　藍
あ

　咲
さき

さん
（平小学校 4 年）

　初めて描いたポスターで賞をいただいて、とてもうれしい
です。家と土砂崩れを描くのが難しかったけれど、頑張って
描きました。
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世界最大級の審査会で栄誉
　東京ドームで 2 月に開催された「世界らん展日
本大賞2017」において、国内外から集まった約
1,000作品の中から、日本エビネ園（須沢）の水口
春
はる

樹
き

さんが「島
しま

紫
し

香
こう

」という品種のエビネで個別
部門奨励賞に輝いたほか、 3 部門で合計 5 つの賞
を受賞しました。
　水口さんは「花の咲き具合などで不安もあった
が、これほど多くの賞をいただいたのは初めて。
とてもうれしい」と喜びを語りました。

オリジナル切手で観光ＰＲ
　うかいの観光事業化60周年を記念したオリジナ
ルフレーム切手発売に伴い、日本郵便株式会社四
国支社による切手シート贈呈式が 3 月 2 日㈭、市
役所で開かれました。
　與

よ

三
そ

川
かわ

昌
まさ

信
のぶ

郵便・物流営業部長から切手を受け
取った清水市長は「大洲の案内切手になっている。
観光ＰＲにぜひ活用したい」と話しました。切手
には、長浜大橋や臥龍山荘など、市内の観光名所
10カ所の写真が使われています。

長
浜
大
橋
が
演
歌
に
　
た
き
の
え
い
じ
さ
ん
作
詞

清水市長にＣＤを手渡す塩乃さん

「赤い橋」を歌う塩乃華織さん

作詞・作曲家たきのえいじさん

　

市
民
の
歌
「
１
０
０
年
後
僕
ら
は
…

大
洲
よ
り
」
の
制
作
に
携
わ
り
、「
大

洲
市
き
ら
め
き
大
使
」
と
し
て
も
活
躍

中
の
市
出
身
の
作
詞
・
作
曲
家
た
き
の

え
い
じ
さ
ん
。
こ
の
た
び
、
た
き
の
さ

ん
が
長
浜
大
橋
（
通
称
・
赤
橋
）
を
舞

台
に
作
詞
を
手
掛
け
た
演
歌「
赤
い
橋
」

が
発
売
さ
れ
、
曲
を
歌
う
演
歌
歌
手
の

塩し
お

乃の

華か

織お
り

さ
ん
が
３
月
15
日
㈬
、
Ｐ
Ｒ

の
た
め
市
役
所
を
お
と
ず
れ
ま
し
た
。

　
「
赤
い
橋
」
は
、
夢
を
追
っ
て
大
洲

を
出
発
す
る
男
性
を
、
別
れ
を
決
意
し

な
が
ら
見
送
る
女
性
の
心
情
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
歌
に
は「
霧
」「
肱
川
」「
う

か
い
舟
」
な
ど
が
登
場
し
、
た
き
の
さ

ん
の
故
郷
へ
の
強
い
思
い
が
歌
詞
に
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
ら
約
１
０
０
人
が
集
ま
っ
た
市

役
所
大
ホ
ー
ル
で
、
赤
橋
と
霧
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
着
物
で
新
曲
を
披
露
し
た
塩

乃
さ
ん
は
「
実
際
に
長
浜
大
橋
を
見
て

感
動
し
た
。
み
な
さ
ん
と
の
縁
に
感
謝

し
な
が
ら
、
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

今
年
１
月
に
は
伍
代
夏な
つ

子こ

さ
ん
の

「
肱
川
あ
ら
し
」
が
発
売
さ
れ
た
ば
か

り
で
す
が
、
全
く
の
偶
然
で
、
業
界
で

も
珍
し
い
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
清
水
市

長
は
「
貴
重
な
財
産
で
あ
る
長
浜
大
橋

が
、
情
緒
あ
る
自
然
現
象
と
と
も
に
、

日
本
全
国
に
知
れ
渡
る
よ
う
応
援
し
て

い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。
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みんなに届け　春の歌声
　大洲少年少女合唱団による第22回定期演奏会が
3 月18日㈯、市民会館で開催されました。
　毎年恒例の演奏会では、団員21人により日ごろ
の練習の成果が披露されたほか、大洲農業高等学
校生徒による合唱アンサンブルや、来場者と団員
が一緒に歌うコラボレーションもありました。一
年間の活動の集大成としてふさわしいステージと
なった会場は、終始和やかな雰囲気に包まれてい
ました。

菜の花畑で「だんだん肱川」
　肱川流域会議水中めがね主催の菜の花を楽しむ
イベント「だんだん肱川」が 3 月18日㈯、五郎畑
の前橋下の河川敷で開催されました。
　肱川に感謝の気持ちを込めて、参加者全員で乾
杯したほか、大洲農業高等学校生徒による餅つき
や加工品販売がありました。
　また、高所作業車から菜の花畑が見られるブー
スには、順番待ちの列ができていました。晴れわ
たる空の下、約1,500人の来場者は穏やかな春の一
日を過ごしました。

昔遊びで世代間交流
　「あかれんが感謝祭」と「ポコペンまつり」が 3
月19日㈰、おおず赤煉

れん

瓦
が

館とポコペン横丁でそれ
ぞれ開催されました。
　ポコペンまつりでは、恒例の昔遊び選手権グラ
ンドチャンピオン大会が開かれました。ベーゴマ
の部では、子どもから大人までの参加者が「ちっ
ちのち」の掛け声で勢いよくこまを回し、ヤスリ
などで入念に手入れした自慢のベーゴマを競い合
わせていました。

初代肱川橋に触れて
　取り壊し工事が進められている肱川橋で、大正
2 年に完成した当時のれんが造りの橋脚公開イベ
ントが 3 月 5 日㈰、肱北河原で開催されました。
　改修を重ねて橋脚を覆っていたコンクリートが
丁寧にはがされ、約100年前の姿がよみがえりまし
た。見学者は当時のパネル写真と見比べながら、
実際にれんがに触れて記念撮影するなど、その歴
史を肌で感じていました。
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冨と
み
士す

山や
ま
つ
つ
じ
ま
つ
り
　
交
通
整
理
に
ご
協
力
を

　

み
な
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
交
通
整
理
を
実
施

し
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
交
通
整
理
の
実
施
予
定
日
】

５
月
３
日
㈬
〜
７
日
㈰

【
整
理
時
間
】

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

【
山
頂
周
遊
道
路
の
通
行
制
限
】

▽ 

冨
士
山
山
頂
の
周
遊
道
路
は
、
時
計

周
り
で
一
方
通
行
で
す
。

▽ 

期
間
中
は
、
大
変
混
雑
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
交
通
整
理
員
、
道

路
標
識
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
無
料
臨
時
バ
ス
の
運
行
】

　

交
通
整
理
実
施
日
に
は
、
臨
時
バ
ス

を
無
料
運
行
し
ま
す
。
駐
車
場
は
、
大

洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」、
市
役
所

立
体
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
往
復
運
行
の
経
路
】

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」
〜
冨
士

山
ふ
れ
あ
い
の
家
前
〜
展
望
台
前
広
場

※ 

午
前
10
時
以
降
約
30
分
間
隔
で
運
行

（
最
終
午
後
４
時
に
「
あ
さ
も
や
」

を
出
発
）

【
冨
士
山
交
通
整
理
料
】

　

交
通
整
理
実
施
日
に
は
、
次
の
整
理

料
金
が
必
要
で
す
。

▽
普
通
自
動
車
（
軽
自
動
車
を
含
む
）

 

５
０
０
円

▽
マ
イ
ク
ロ
バ
ス 

８
０
０
円

▽
大
型
バ
ス 

１
０
０
０
円

【
注
意
事
項
】

▽ 

ツ
ツ
ジ
の
開
花
状
況
に
よ
り
、
交
通

整
理
日
が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
整
理
日
変
更
に
伴
い
、
無
料

臨
時
バ
ス
の
運
行
も
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽ 
荒
天
な
ど
に
よ
り
バ
ス
の
運
行
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
観
光
協
会　

☎
㉔
２
６
６
４

　鹿野川湖周遊企画イベントの一つとして、鹿
野川湖カヌー大会を開催します。
　カヌーに乗ったことがない人でも気軽に参加
できる大会として、小学生から一般までの各種
目を設けています。初めてカヌーに乗る人や操
作に自信のない人には、練習日や当日の練習時
間を設ける予定です。
【日　時】 6 月 3 日㈯
▽開会式　　　　午前10時
▽受け付け開始　午前 9 時30分
【場　所】鹿野川湖漕艇場
【募集対象】小学 3 年生以上
【駐車場】風の博物館駐車場
※会場までマイクロバスで送迎します。
【申し込み方法】
　市公式ホームページに掲載してある実施要項
の「参加申込書」を提出してください。

【問い合わせ先】肱川支所地域振興課　☎34－2311

　平成29年度において、フラワーパーク内にあ
る体験農園の利用者を募集します。

【場　所】
フラワーパークおおず

（大洲市西大洲甲1766番地第 7 ）
【募集区画】 5 区画（総区画110区画）
【利用期間】利用を許可した日～平成30年 3 月31日
【対象者】
市内に住所を有する人
または市内に勤務する人
【利用制限】

1 利用者につき 4 区画まで
※ 希望者多数の場合は、抽

選になります。

【申し込み・問い合わせ先】
農林水産課農業振興係
☎24－1727

　��第 3 回鹿野川湖カヌー大会参加者募集 　�フラワーパーク体験農園の
利用者募集について
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土　木　費

▽市道の改良を行います。 （ 5 億7,430万円）

▽木造住宅の耐震改修費用を助成します。
 （1,560万円）

▽城山公園を整備します。 （7,087万円）

消　防　費

▽消防詰所の改築を行います。
 （3,777万円）

▽小型動力ポンプ積載車などを更新します。 
 （1,584万円）

平成29年度の予算規模

区　　　　分 当初予算 対前年度比（％）

一　　般　　会　　計 252億2,000万円 0.0 

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 64億9,300万円 △6.8 

国 民 健 康 保 険 診 療 所 1億　735万円 △6.5 

後 期 高 齢 者 医 療 6億3,308万円 △0.8 

介護
保険

介 護 保 険 勘 定 51億5,184万円 1.2 

介護サービス勘定 3,941万円 △16.7 

簡 易 水 道 事 業 3億　625万円 24.2 

港 湾 施 設 事 業 1,109万円 35.4 

土 地 取 得 造 成 22万円 △99.9 

住宅新築資金等貸付事業 613万円 △24.1 

農 業 集 落 排 水 事 業 1億　518万円 △36.7 

公 共 下 水 道 事 業 12億8,102万円 29.6 

温 泉 事 業 852万円 △13.2 

商 業 集 積 施 設 管 理 316万円 △2.5 

特別会計　計 141億4,625万円 △2.0 

企 

業 

会 

計

水 道 22億6,590万円 15.4 

工 業 用 水 道 3,269万円 1.0 

病 院 45億5,040万円 9.7 

企業会計　計 68億4,899万円 11.5 

合　　　　　　　計 462億1,524万円 0.9 

商　工　費

▽ 新たに市内に事業所を設置する企業などを支
援します。

 （5,209万円）
▽観光うかい60周年記念事業を実施します。
 （735万円）
▽ 南予博の承継事業を中心とした観光まちづく

り戦略推進事業を実施します。 （2,550万円）

教　育　費

▽学校施設の耐震・改修工事を行います。 
（ 1 億6,599万円）

▽ 大洲藩主加藤家・中江藤
とうじゅ

樹大洲入り400年顕
彰事業を実施します。 （440万円）

▽ 総合体育館の施設を改修し、運動器具などの
設備を更新します。 （ 1 億258万円）
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平成29年度　一般会計当初予算・主要施策
　「元気で魅力あるまちづくり」、「安全・安心・住み
よいまちづくり」にむけて、魅力ある地域資源を生か
しながら、さらなる地域の活性化につながる施策を行
います。
 

総　務　費

▽ 移住・定住支援のため、空き家の改修や住宅
取得などの経費の一部を助成します。

（5,556万円）
▽大洲市でがんばるひとを応援します。

（3,046万円）
▽ 愛

え

顔
がお

つなぐえひめ国体・えひめ大会を開催し
ます。（ソフトボール、ソフトテニス、カヌー
スプリント、知的障がい者バスケットボール）

（ 3 億7,200万円）

民　生　費

▽ 第 3 子以降の通院医療費を15歳まで無料化し
ます。 （325万円）

▽ 第 2 子以降の出産時に紙おむつの支給券（ 5
万円分）を配布します。 （1,248万円）

衛　生　費

▽救急医療体制を支援します。 （6,872万円）

▽ 大洲・喜多衛生事務組合「清流園」の施設改
良を行います。

（ 2 億8,285万円）

地方交付税
98億3,868万円
（39.0％）

市税
42億3,504万円
（16.8％）

国庫支出金
25億4,349万円
（10.1％）

市債
26億6,147万円
（10.6％）

県支出金
15億7,393万円
（6.2％）

繰入金
5億3,655万円
（2.1％）

繰越金
12億円
（4.8％）

その他
26億3,084万円
（10.4％）

土木費
29億8,660万円
（11.8％）

衛生費
24億9,555万円
（9.9％）

農林水産業費
8億5,404万円
（3.4％）

その他
9億9,782万円
（4.0％）

民生費
82億687万円
（32.5％）

公債費
26億9,814万円
（10.7％）

総務費
34億7,877万円
（13.8％）

教育費
24億5,517万円
（9.7％）

消防費
10億4,704万円
（4.2％）

一般会計の構成

農林水産業費

▽ 6 次産業化・農商工連携を促進するための事
業を実施します。 （715万円）

▽ 認定農業者などの第1次産業従事者に対し、
機械・施設を整備する経費の一部を助成しま
す。 （1,008万円）

▽ 有害鳥獣による被害防止対策を実施します。
 （ 1 億867万円）

歳　入
252億2,000万円
（100％）

歳　出
252億2,000万円
（100％）
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　国民健康保険の届け出はお済みですか
　国民健康保険の変更届は、変更があった日から14日以内に世帯主が届け出ることになっています。自動的
に変更されることはありませんので、市役所（または支所）の国保窓口で必ず手続きをしてください。
　加入の届け出が遅れると、国民健康保険の加入資格を得た日までさかのぼって保険税を納めなければなり
ません。また、その間の医療費は全額自己負担となります。脱退する届け出が遅れると、保険税（料）を二
重に支払ってしまうこともあります。

こんな時は、必ず14日以内に届け出を

こんな時 届け出に必要なもの

国
保
に
加
入
す
る
時

ほかの市区町村から転入してきた時 転出証明書、印鑑

職場の健康保険を脱退した時 職場の健康保険を脱退した証明書、印鑑

職場の健康保険の被扶養者から外れた時 被扶養者でなくなった証明書、印鑑

子どもが生まれた時 保険証、母子健康手帳、印鑑

生活保護を受けなくなった時 保護廃止決定通知書、印鑑

外国籍の人が加入する時 在留カードなど

国
保
を
脱
退
す
る
時

ほかの市区町村に転出する時 保険証、印鑑

職場の健康保険に入った時 国保と職場の健康保険の両方の保険証（後者が
未交付の場合は加入したことを証明するもの）、
印鑑職場の健康保険の被扶養者になった時

国保の被保険者が死亡した時 保険証、死亡を証明するもの、印鑑

生活保護を受けるようになった時 保険証、保護開始決定通知書、印鑑

外国籍の人の出国（転出）時 保険証、在留カードなど

そ
の
他

市内で住所が変わった時

保険証、印鑑世帯主や氏名が変わった時

世帯を分けたり、一緒になる時

修学のため、別に住所を定める時 保険証、在学証明書、印鑑

保険証をなくした時
（あるいは汚れて使えなくなった時） 印鑑、（使えなくなった保険証）

※すでに国保の保険証が交付されている場合は、必ず持参してください。
※ 届け出には、運転免許証・パスポートなど顔写真付きの公的証明書およびマイナンバー通知カードなどが

必要です。

【問い合わせ先】
保険年金課国保係  ☎24－1713　  長浜支所  ☎52－1113　  肱川支所  ☎34－2331　  河辺支所  ☎39－2113
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不
法
投
棄
や
野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
　

不
法
投
棄

　

人
目
に
つ
か
な
い
山
林
や
道
路
脇
な

ど
に
は
、
家
電
製
品
や
自
転
車
な
ど
の

大
型
ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
面
倒
だ
か
ら
」「
リ
サ
イ
ク
ル
料
が

か
か
る
か
ら
」と
捨
て
ら
れ
た
ご
み
は
、

街
の
美
観
を
損
ね
る
と
と
も
に
、
生
活

環
境
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
ご
み
の
不
法

投
棄
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
、
違
反
す

る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。み
な
さ
ん
も「
不

法
投
棄
は
し
な
い　

さ
せ
な
い　

許
さ

な
い
」
の
気
持
ち
で
、
き
れ
い
な
街
づ

く
り
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

野
外
焼
却
（
野
焼
き
）

　

庭
先
や
畑
な
ど
で
の
ご
み
の
野
外
焼

却
（
ド
ラ
ム
缶
や
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却

も
含
む
）
に
よ
り
、「
臭
く
て
窓
が
開

け
ら
れ
な
い
」「
洗
濯
物
に
臭
い
が
付

く
」
な
ど
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
構
造
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
焼
却
炉
で
焼
却
す
る
と
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生
し
、
健

康
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

野
外
焼
却
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
原
則
禁
止
さ

れ
、
違
反
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

【
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
焼
却
】

▽ 

地
方
公
共
団
体
な
ど
が
施
設
管
理
を

行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

（
例
・
河
川
管
理
の
た
め
に
伐
採
し

た
草
木
の
焼
却
）

▽ 

災
害
の
予
防
、
応
急
対
策
ま
た
は
復

旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

（
例
・
災
害
時
に
お
け
る
木
く
ず
な

ど
の
焼
却
）

▽ 

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事

に
お
い
て
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

（
例
・
地
域
行
事
に
お
け
る
し
め
縄

な
ど
の
焼
却
）

▽ 

農
林
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得

ず
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

　

 （
例
・
稲
わ
ら
、
枝
木
、
漁
網
に
付

着
し
た
海
産
物
の
焼
却
）

※ 

農
作
業
で
発
生
し
た
農
業
用
廃
ビ
ニ

ー
ル
は
野
焼
き
で
き
ま
せ
ん
。

▽ 

日
常
生
活
で
通
常
行
わ
れ
る
廃
棄
物

の
焼
却
で
、
煙
や
臭
い
な
ど
が
近
隣

の
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
の
少
量
の

も
の

　

 （
例
・
た
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
な
ど
。
た
だ
し
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

類
、
紙
類
な
ど
の
焼
却
は
禁
止
）

【
注
意
事
項
】

　

例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
野
外
焼
却
で

も
、
近
隣
か
ら
苦
情
の
あ
る
場
合
な
ど

は
、
改
善
指
導
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
の
罰
則

▽
個
人
の
場
合

　

 

５
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
千
万
円

以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
の
併
科

▽
法
人
の
場
合　

　

３
億
円
以
下
の
罰
金

　

生
ご
み
処
理
容
器
な
ど
の

　

補
助
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
市
内
の
各
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を
促
進
す

る
た
め
、
生
ご
み
処
理
容
器
お
よ
び
電

気
式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費
に
対

し
、
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

▽
一
世
帯
５
年
間
で
２
基
ま
で

▽
購
入
価
格
の
２
分
の
１
を
補
助

　
（
限
度
額
２
０
０
０
円
）

電
気
式
生
ご
み
処
理
機

▽
一
世
帯
５
年
間
で
１
基
ま
で

▽
購
入
価
格
の
２
分
の
１
を
補
助

　
（
限
度
額
２
万
円
）

※ 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
居
住
し

て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

※ 

購
入
を
希
望
す
る
人
は
印
鑑
を
持
参

し
、
指
定
販
売
業
者
の
店
頭
で
補
助

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

市
民
生
活
課　
　

☎
㉔
１
７
１
０

長
浜
支
所　
　
　

☎
�
１
１
１
３

肱
川
支
所　
　
　

☎
34
２
３
１
１

河
辺
支
所　
　
　

☎
39
２
１
１
３

電 気 式

コンポスト
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　（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
　
宝
く
じ
助
成
事
業

　
地
域
づ
く
り
活
動
を
支
援
し
ま
す

　

地
域
活
動
を
実
践
す
る
団
体
が
、
平

成
28
年
度
宝
く
じ
助
成
に
よ
り
事
業
を

行
い
ま
し
た
。

野
田
獅
子
保
存
会

【
祭
り
用
具
整
備
】

　

野
田
獅
子
保
存
会
は
、
明
治
32
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
る
獅
子
舞
を
伝
承
し
、

地
元
の
地
方
祭
や
小
・
中
学
校
、
大
洲

ま
つ
り
な
ど
で
演
舞
を
披
露
し
て
き
ま

し
た
。

　

野
田
獅
子
は
、
獅
子
の
舞
い
手
と
そ

の
獅
子
を
操
る
太
鼓
の
叩
き
手
で
構
成

さ
れ
、
獅
子
の
舞
い
手
を
保
存
会
会
員

が
、太
鼓
の
叩
き
手
を
地
元
幼
稚
園
生
、

小
学
生
、
中
学
校
１
年
生
が
担
当
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
古
く
な
っ
た
獅
子
舞
の
備

品
を
新
調
・
修
繕
し
ま
し
た
。

宝
く
じ
助
成
事
業
と
は

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

の
整
備
、
安
全
な
地
域
づ
く
り
と
共
生

の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
文
化
へ
の
支
援

や
地
域
の
国
際
化
の
推
進
お
よ
び
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
な
ど
に
対
し
て
助
成

を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業
で

す
。　
　

　

財
源
に
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
費
と
し
て
受
け
入
れ
る
宝
く
じ
受
託

事
業
収
入
が
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

地
域
活
力
課

☎
�
９
９
８
９

　日本赤十字社では、国内外で災害や大事故などが
発生した場合、ただちに医療救護班を派遣し、災害
救護活動や国際救護活動、国内外の医療・福祉活動
などを行っています。
　このような活動が行えるのは、日ごろから資金協
力をしてくださるみなさんに支えられているからで
す。ご支援、ご協力いただいたみなさんに、心より
厚くお礼申し上げます。
　今年も 5 月に、区長各位などを通じて活動資金の
募集を行いますので、ご支援、ご協力をお願いしま
す。区に未加入の人や法人、職域などについては、
社会福祉課、または長浜・肱川・河辺の各支所で受
け付けますので、よろしくお願いします。

平成28年度の「活動資金」
602万8,425円

ご協力ありがとうございました。

　日本赤十字社が実施している平成28年度熊本地震
災害義援金の受付期間が、来年 3 月末まで延長され、
引き続き、次の金融機関で受け付けを行っています。
市役所および各支所でも義援金募金箱による受け付
けを行っていますので、ご協力をお願いします。
　なお、これまでにご協力いただいた義援金は、今
年 2 月末日現在、199万7,387円です。多くの善意に
感謝申し上げます。

日本赤十字社の受付口座
▽ゆうちょ銀行および郵便局 00130―4―265072
　日赤平成28年熊本地震災害義援金
▽三井住友銀行すずらん支店 普通　2787530
　日本赤十字社
▽三菱東京ＵＦＪ銀行やまびこ支店 普通　2105525
　日本赤十字社
▽みずほ銀行クヌギ支店 普通　0620308
　日本赤十字社

【問い合わせ先】
社会福祉課地域福祉係　☎24－1715

　��５月は赤十字運動月間です
～赤十字社活動資金にご協力ください～

　熊本地震災害義援金の受付期間が延長されました
　～引き続き義援金募金にご協力ください～
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ふ
れ
あ
い
交
流
イ
ベ
ン
ト
支
援
補
助
金

　（
de
愛あ

い

イ
ベ
ン
ト
へ
の
補
助
金
）
に
つ
い
て

　平成29年度公益財団法人桝山教育振興会助成事業

　

市
内
に
お
い
て
独
身
男
女
が
出
会
う

機
会
を
充
実
さ
せ
、
参
加
し
や
す
い
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
独
身
男
女
が
出

会
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
（
de
愛
イ
ベ
ン

ト
）に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

※ 

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
主
催
者
に
対

す
る
補
助
金
で
す
。

【
補
助
要
件
】

▽ 

主
催
者
が
、
え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン

タ
ー
（
以
後
、
セ
ン
タ
ー
）
の
応
援

企
業
に
登
録
し
て
い
る
市
内
の
法
人

な
ど
で
あ
る
こ
と

▽ 

原
則
、
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
実
施
す

る
イ
ベ
ン
ト

▽ 

参
加
者
１
人
当
た
り
の
参
加
費
用
が

１
０
０
０
円
（
セ
ン
タ
ー
支
援
金
含

む
）
以
上
で
あ
り
、
補
助
金
額
を
含

め
た
収
入
額
が
支
出
額
を
上
回
ら
な

い
こ
と

【
補
助
金
額
】

参
加
者
１
人
に
つ
き
２
０
０
０
円
以
内

【
交
付
ま
で
の
流
れ
】

①
応
援
企
業
に
登
録（
未
登
録
の
場
合
）

② 

セ
ン
タ
ー
の
承
認
を
受
け
た
計
画
書

と
と
も
に
、
補
助
金
交
付
申
請
書
を

市
へ
提
出

③ 

市
か
ら
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
が

届
い
た
後
、
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

④ 

イ
ベ
ン
ト
実
施
後
、
セ
ン
タ
ー
へ
提

出
し
た
報
告
書
の
写
し
と
と
も
に
、

実
績
報
告
書
や
交
付
請
求
書
な
ど
を

市
へ
提
出

⑤
内
容
確
認
後
、
市
が
補
助
金
を
交
付

　

予
算
の
範
囲
内
で
随
時
受
け
付
け
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
欄
か
ら
、「
出
会
い

イ
ベ
ン
ト
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い（
様

式
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

　

イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集
の
記
事
を
広

報
お
お
ず
に
掲
載
で
き
る
場
合
も
あ
り

ま
す
の
で
、
希
望
す
る
場
合
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※ 

原
稿
締
め
切
り
は
、
募
集
開
始
の
約

３
カ
月
前
が
目
安
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

補
助
金
の
申
請
に
つ
い
て

地
域
活
力
課

☎
�
９
９
８
９

応
援
企
業
・
イ
ベ
ン
ト
計
画
に
つ
い
て

え
ひ
め
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
９
（
９
３
３
）
５
５
９
６

http://w
w

w
.m

sc-ehim
e.jp/

　公益財団法人桝山振興会は、市内における教育・
文化・スポーツなど、豊かな人間性をかん養するこ
とを目的とする事業に対する助成を行っています。
　平成29年度の助成事業内容が決定しましたので、
お知らせします。

【事業内容および助成先】
1 　 大洲市内に所在する公立高等学校、中学校及び

小学校に対する図書、備品、設備等の寄贈
　　（定款第 4 条第 1 号）
　▽図書・備品寄贈
　　大洲高等学校・大洲農業高等学校・長浜高等学校

2 　 大洲市内に所在する公立の学校が主催又は参加
する文化、体育行事の協賛及び後援

　　（定款第 4 条第 2 号）
　▽全国大会等出場補助（市内公立高等学校）

3 　 この法人の設立趣旨から適当、有益と判断させる
教育関係団体等に対する助成、寄附、寄贈等

　　（定款第 4 条第 3 号）

　　▽大洲市立図書館図書寄贈
　　▽大洲自然科学教室補助
　　▽大洲歴史文化教室補助
　　▽科学体験フェスティバル補助
　　▽市指定無形文化財振興事業補助
　　▽青少年海外派遣事業補助
　　▽大洲ジュニアトライアスロン大会開催補助
　　▽親と子のコンサート開催補助
　　▽大洲少年少女合唱団補助
　　▽大洲市スポーツ少年団補助
　　▽国立大洲青少年交流の家図書寄贈
　　▽講演会開催補助
　　▽大洲市カヌー後援会備品寄贈

で
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▽ 

介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
支
援
ま
た

は
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人

▽ 

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級

の
所
持
者

▽
療
育
手
帳
の
所
持
者

▽ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
所
持

者
【
問
い
合
わ
せ
先
】

危
機
管
理
課　

☎
㉔
１
７
４
２

　
グ
ラ
ッ
と
来
る
前
に
家
具
転
倒
防
止

【
大
洲
市
で
最
大
震
度
７
想
定
】

　

愛
媛
県
が
公
表
し
た
南
海
ト
ラ
フ
地

震
等
に
よ
る
被
害
想
定
に
よ
る
と
、
大

洲
市
で
は
広
範
囲
で
震
度
６
弱
以
上
、

最
大
で
震
度
７
の
揺
れ
が
想
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

【
家
具
転
倒
防
止
等
推
進
事
業
】

▽ 

器
具
で
固
定
す
る
家
具
３
点
お
よ
び

ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
４
枚
ま

で
の
取
り
付
け
を
無
料
で
行
い
ま

す
。

▽ 

固
定
す
る
器
具
お
よ
び
飛
散
防
止
フ

ィ
ル
ム
の
購
入
費
用
は
申
請
者
本
人

負
担
と
な
り
ま
す
。

▽ 

事
業
の
利
用
は
、
一
世
帯
に
つ
き
一

回
で
す
。

▽ 

家
具
１
点
ま
た
は
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
１
枚
か
ら
利
用
で
き
ま

す
。

【
対
象
世
帯
】

　

事
業
を
利
用
で
き
る
世
帯
は
、
大
洲

市
に
居
住
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
の
み
の
世
帯
で
す
。

▽
65
歳
以
上
の
人

　住まいの耐震化・アスベスト含有調査費用の補助について
住まいの耐震化補助金
　地震が発生した場合、古い木造住宅は非常に危険
です。市では、木造住宅の耐震診断・改修にかかる
費用の一部を補助しています。
耐震診断
【対象となる住宅】
昭和56年 5 月31日以前に着工された一戸建て木造住宅
で、 2 階建て以下、延べ床面積が500㎡以下のもの
※構造が一定の要件を満たす工法
【補助金額】※次のうちどちらか
▽補助制度
　耐震診断にかかる費用の 3 分の 2 以内で 4 万円を限度
▽派遣制度
　診断評価手数料（3,000～9,000円程度）のみ個人負担
耐震改修
【対象となる住宅】
市が補助する耐震診断を受け、耐震改修工事が必要
と判断されて、地震に対して安全な構造となるよう
に工事を行う住宅

【補助金額】
▽ 耐震改修設計にかかる費用の 3 分の 2 以内で20万

円を限度
▽耐震改修工事にかかる費用以内で120万円を限度
▽ 工事監理にかかる費用の 3 分の 2 以内で 4 万円を

限度　
※ 耐震改修工事に直接関係しないリフォームなどは

対象外

建築物アスベスト含有調査補助金
【対象となる調査】
吹付けアスベストなどが施工されている恐れのある
建築物で、アスベスト含有調査を行うもの
【補助金額】
調査にかかる費用以内で、 1 棟につき25万円を限度

※各補助金は予算がなくなり次第終了となります。
※補助金支給を希望する際は、事前にご相談ください。

【問い合わせ先】都市整備課　☎24－1719
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�

臨
時
福
祉
給
付
金（
経
済
対
策
分
）の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　

～
平
成
28
年
度
分
市
民
税
均
等
割
が
非
課
税
の
み
な
さ
ん
へ

　

平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
の
均
等
割

が
課
税
さ
れ
な
い
人
は
、
臨
時
福
祉
給

付
金
（
経
済
対
策
分
）
の
支
給
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

【
臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
】

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得

の
低
い
人
へ
の
負
担
の
影
響
を
緩
和
す

る
た
め
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措
置
と

し
て
支
給
す
る
給
付
金
で
す
。

【
支
給
対
象
者
】

次
の
条
件
の
全
て
に
該
当
す
る
人

▽ 

基
準
日
（
平
成
28
年
１
月
１
日
）
に

大
洲
市
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
る
人

▽ 

平
成
28
年
度
分
の
市
民
税
の
均
等
割

が
課
税
さ
れ
な
い
人
（
た
だ
し
、
市

民
税
の
均
等
割
が
課
税
さ
れ
て
い
る

人
の
扶
養
親
族
な
ど
は
除
く
）

▽ 

生
活
保
護
制
度
内
で
対
応
さ
れ
る
被

保
護
者
な
ど
で
は
な
い
人

【
支
給
額
】

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

１
万
５
０
０
０
円

【
申
請
先
・
申
請
期
限
】

５
月
１
日
㈪
～
10
月
31
日
㈫

▽ 

申
請
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
お
支
払
い

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

▽ 

申
請
先
は
、
基
準
日
に
お
い
て
、
住

民
登
録
が
さ
れ
て
い
る
市
町
村
に
な

り
ま
す
。

▽ 
支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
の
あ
る
人

に
は
、
５
月
上
旬
に
申
請
書
な
ど
を

郵
送
し
ま
す
。

【
注　

意
】

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の
手
続

き
を
装
っ
た
、「
振
り
込
め
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
の
詐
取
」
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

臨
時
福
祉
給
付
金
に
関
す
る
こ
と

社
会
福
祉
課
地
域
福
祉
係

☎
㉔
１
７
１
５

市
民
税
に
関
す
る
こ
と

税
務
課
市
民
税
係

☎
㉔
１
７
１
１

　戦没者などのご遺族のみなさんへ
　第10回特別弔慰金の請求はお済みですか
請求期間は、平成30年 ４ 月 ２ 日㈪まで
【支給対象者】
　戦没者などの死亡当時のご遺族で、平成27年 4 月 1 日（基準日）において、「恩給法による公務扶助料」や
「戦傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金」などを受けていない場合に限られます。
　特別弔慰金は、次の遺族のうち、順序に従ってもっとも順位が先の人一人だけに支給されます。
▽�基準日までに戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した人
▽戦没者などの子
▽�戦没者などの①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉妹
※�戦没者などの死亡当時、生計関係を有していることなどの要件を満たしているかどうかにより、順位が入
れ替わります。

▽�上記以外の戦没者などの3親等内の親族（おい、めいなど）
※戦没者などの死亡時まで引き続いて 1年以上の生計関係を有していた人に限ります。
【支給内容】額面25万円、 5年償還の記名国債

【請求・問い合わせ先】
高齢福祉課地域支援係　☎24－1714　長浜支所　☎52－1111　肱川支所　☎34－2311　河辺支所　☎39－2113
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�

農
山
漁
村
地
域
担
い
手
等

支
援
事
業

　

�

第
２
回
県
展
入
選
者
作
品
展

　

�

予
防
接
種
の
お
し
ら
せ

　

�

経
営
所
得
安
定
対
策
等
相

談
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て

　

�

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

お

 

し
ら
せ

　

農
林
漁
業
の
担
い
手
の
新
た
な
取
り

組
み
や
計
画
性
の
あ
る
事
業
展
開
に
対

し
て
、
国
・
県
の
補
助
事
業
の
要
件
に

満
た
な
い
事
業
な
ど
を
支
援
す
る
「
農

山
漁
村
地
域
担
い
手
等
支
援
事
業
費
補

助
金
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

【
対
象
者
】

市
内
に
住
所
を
有
す
る
認
定
農
業
者
、

認
定
農
業
者
の
認
定
基
準
に
準
じ
る
農

林
漁
業
の
担
い
手
（
お
お
む
ね
年
間
所

得
計
画
４
０
０
万
円
を
見
込
め
る
人
）

【
対
象
事
業
】

▽ 

ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
、
選
果

機
な
ど
の
機
械
導
入

▽ 

ハ
ウ
ス
、
保
冷
庫
な
ど
の
施
設
整
備

に
か
か
る
費
用
な
ど

※ 

国
・
県
事
業
な
ど
に
採
択
さ
れ
な
い

事
業
と
し
、
認
定
農
業
者
に
つ
い
て

は
経
営
改
善
計
画
書
に
記
載
さ
れ
て

い
る
機
械
・
施
設
が
対
象

【
補
助
率
】

３
分
の
１
以
内
（
上
限
１
０
０
万
円
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

☎
㉔
１
７
２
７

　

水
田
の
フ
ル
活
用
を
支
援
し
、
食
料

自
給
率
・
食
料
自
給
力
の
維
持
向
上
を

図
る
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
に
つ
い

て
、
農
業
者
に
対
す
る
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
方
法
や
制
度
内
容
の
問
い

合
わ
せ
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
開
設
期
間
】

５
月
10
日
㈬
〜
６
月
23
日
㈮

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時

※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す
。

【
場　

所
】

愛
媛
た
い
き
農
協
喜
多
支
所　

２
階

【
持
参
品
】

▽
営
農
計
画
書
（
控
）

▽
交
付
申
請
書

▽
認
印

※ 

新
規
の
人
は
、
認
印
お
よ
び
通
帳
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

農
林
水
産
課　

☎
㉔
１
７
２
７

愛
媛
た
い
き
農
協　

営
農
企
画
課

☎
㉔
４
１
８
１

　

昨
年
の
秋
、
第
65
回
秋
季
県
展
に
入

選
・
入
賞
し
た
作
品
と
、
愛
媛
県
美
術

会
会
員
・
準
会
員
の
県
展
出
品
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
期　

日
】
５
月
31
日
㈬
ま
で

【
時　

間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
日
休
館

【
会　

場
】

市
立
博
物
館　

５
階
特
別
展
示
室

【
出
品
部
門
】

日
本
画
・
洋
画
・
工
芸
・
書
道
・
写
真
・

デ
ザ
イ
ン

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
立
博
物
館　

☎
㉔
４
１
０
７

　

６
月
１
日
時
点
で
実
施
す
る
工
業
統

計
調
査
は
、
工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
従
業
者
４
人

以
上
の
全
て
の
製
造
事
業
所
に
回
答
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
中
小
企
業
施
策
や
地

域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
活

用
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
さ
れ
た
内
容
は
、
統

計
作
成
の
目
的
以
外（
税
の
資
料
な
ど
）

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答
も
で

き
ま
す
の
で
、
調
査
の
趣
旨
・
必
要
性

を
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

情
報
管
理
課
情
報
統
計
係

☎
㉔
１
７
３
８

	

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接
種	

【
対
象
者
】

▽ 

今
年
度
中
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳
・

80
歳
・
85
歳
・
90
歳
・
95
歳
・

　

１
０
０
歳
に
な
る
人

▽ 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
あ
っ

て
、
心
臓
・
腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器

の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
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�

火
の
取
り
扱
い
に
注
意

　

�

平
成
2₉
年
度
自
動
車
税
の

納
期
内
納
付
に
つ
い
て

　

�﹁
お
成
り
﹂
の
写
真
探
し

て
い
ま
す

　

大
洲
市
教
育
委
員
会
で
は
、
大
洲
八

幡
神
社
の
御ご

神し
ん
こ
う幸
行
列
「
お
成
り
」
の

文
化
財
的
な
価
値
を
明
確
に
す
る
た

め
、
歴
史
や
民
俗
な
ど
に
つ
い
て
の
調

査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
お
成
り
に
関
す
る
古
い
写

真
な
ど
を
広
く
募
集
し
、
調
査
資
料
と

し
て
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、資
料
を
提
供
い
た
だ
け
る
場
合
は
、

左
記
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
募
集
す
る
資
料
】

▽ 

明
治
・
大
正
・
昭
和
40
年
代
後
半
ま

で
に
撮
影
さ
れ
た
八
幡
神
社
の
お
成

り
に
関
す
る
写
真

▽ 

お
成
り
の
様
子
を
描
い
た
絵
図
や
絵

画
な
ど

※ 

借
り
た
資
料
は
調
査
終
了
後
、
返
却

し
ま
す
。

【
そ
の
他
】

　

提
供
い
た
だ
い
た
資
料
は
、
展
示
パ

ネ
ル
や
刊
行
物
な
ど
に
掲
載
さ
せ
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
57
９
９
９
３

有
す
る
人

※ 
過
去
に
、
同
じ
高
齢
者
肺
炎
球
菌
感

染
症
予
防
接
種
（
23
価
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
）
を
接
種
し
て
い
る
人
は
対

象
外

【
期　

間
】

平
成
30
年
３
月
31
日
㈯
ま
で

【
場　

所
】
指
定
医
療
機
関

【
料　

金
】
４
０
０
０
円

【
持
参
す
る
も
の
】

▽
予
診
票
兼
通
知
書
（
紫
色
）

▽ 

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
感
染
症
予
防
接

種
券
（
空
色
）

▽ 

高
齢
者
定
期
予
防
接
種
記
録
カ
ー
ド

（
空
色
）

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
接
種
︵
子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
︶

【
対
象
者
】
中
学
１
年
生
の
女
子

※ 

平
成
25
年
に
定
期
予
防
接
種
に
な
り

ま
し
た
が
、
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関

係
を
否
定
で
き
な
い
副
反
応
な
ど
の

報
告
が
あ
り
、
現
在
も
積
極
的
な
接

種
の
勧
め
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ワ

ク
チ
ン
の
効
果
と
リ
ス
ク
を
十
分
に

理
解
し
た
う
え
で
、
接
種
す
る
こ
と

は
可
能
で
す
。
希
望
者
に
は
、
大
洲

市
保
健
セ
ン
タ
ー
で
必
要
書
類
を
お

渡
し
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
㉓
０
３
１
０

長
浜
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
52
３
０
５
５

肱
川
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
34
２
３
４
０

河
辺
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
39
２
１
１
３

　

火
災
の
多
く
は
、
火
へ
の
不
注
意
が

原
因
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
火
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
火
災

の
発
生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
は
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
一
番
で
す
が
、
万
が
一
発
生
し
た

と
き
に
は
冷
静
に
行
動
す
る
こ
と
で
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
火
元
の
注
意
や

避
難
方
法
の
確
認
な
ど
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
た
ば
こ
】

▽ 

寝
た
ば
こ
を
し
な
い
。

▽
灰
皿
に
は
水
を
入
れ
て
お
く
。

【
た
き
火
】

▽ 

強
風
時
や
空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
と

き
は
し
な
い
。

▽ 

水
バ
ケ
ツ
、
消
火
器
な
ど
を
準
備
し

て
お
く
。

【
電
気
コ
ー
ド
な
ど
】

▽ 

コ
ン
セ
ン
ト
や
プ
ラ
グ
は
、
ホ
コ
リ

が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

▽ 

タ
コ
足
配
線
は
し
な
い
。

▽ 

電
気
コ
ー
ド
を
折
り
曲
げ
た
状
態
や

束
ね
た
ま
ま
使
用
し
な
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

大
洲
消
防
署
本
署 

☎
㉔
０
１
１
９

長
浜
支
署 

☎
52
０
１
１
９

川
上
支
署 

☎
34
２
８
５
１

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
、
５
月
31
日

㈬
で
す
。
自
動
車
税
は
、
車
検
を
受
け

る
時
に
納
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
納
期
限
内
に
納

め
て
く
だ
さ
い
。

【
納
付
で
き
る
場
所
】

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・

郵
便
局
・
県
地
方
局
・
支
局

【
問
い
合
わ
せ
先
】

南
予
地
方
局
八
幡
浜
支
局
税
務
室

☎
０
８
９
４
（
２
２
）
４
１
１
１

　

が
ん
に
向
き
合
っ
て
い
る
人
同
士
で

自
由
に
お
し
ゃ
べ
り
す
る
場
で
す
。
５

月
は
、
講
師
を
お
迎
え
し
て
サ
ロ
ン
を

開
催
し
ま
す
。
参
加
無
料
で
、
個
人
情

報
は
守
ら
れ
ま
す
。

【
日　

時
】
５
月
12
日
㈮

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

【
場　

所
】

喜
多
医
師
会
病
院
２
階
健
診
セ
ン
タ
ー

【
講
師
・
演
題
】

永な
が

吉よ
し

裕ゆ
う

子こ

さ
ん（
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
）

「
体
と
コ
コ
ロ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

喜
多
医
師
会
病
院
総
務
課

☎
㉕
１
５
３
２

﹁
お
成
り
﹂
の
写
真
探
し

﹁
お
成
り
﹂
の
写
真
探
し

募
　集

　

�

が
ん
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

の
サ
ロ
ン
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専
門
学
校
を
卒
業
後
、
松
山
市
内
の

果
物
店
で
働
い
て
い
た
当
時
は
、
家
業

を
継
ぐ
こ
と
は
あ
ま
り
考
え
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
実
は
22
歳
で
今
の
仕
事
を

始
め
る
ま
で
は
漬
物
が
苦
手
で
、
食
べ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
ほ
ど
で
す
。

し
か
し
、「
あ
の
玉
井
の
漬
物
屋
の
息

子
」と
声
を
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
多
く
、

仕
入
れ
や
卸
し
業
に
つ
い
て
学
ん
で
い

く
う
ち
に
、
家
業
を
継
ぐ
こ
と
を
意
識

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
商
品
の
製
造
管
理
や
、
県
外

を
中
心
と
し
た
営
業
活
動
が
主
な
仕
事

で
す
。
地
元
産
の
野
菜
を
で
き
る
限
り

使
い
た
い
の
で
、
天
候
に
左
右
さ
れ
や

す
い
原
材
料
の
安
定
確
保
が
大
変
で
す

が
、
お
客
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く
「
お
い

し
い
」
の
声
が
一
番
の
励
み
に
な
り
ま

す
。

　みなさん、こんにちは。大洲高等学校肱川分校 3年
の大谷空

そら

歩
と

です。
　肱川分校は四方を山に囲まれた自然豊かな学校で
す。 6月には学校裏の肱川でアユ漁を見学することが
できます。
　肱川分校といえば、ずばり「恵まれた教育環境」で
す。少人数でアットホームな雰囲気のなか、全校生徒
で学校行事に取り組んでいます。

―次回は大洲農業高等学校からです。

県外でも人気の「筍のみそ漬」「ちりめん梅昆布」

有限会社玉井民
たみとも

友商店

玉井　邦
くに

明
あき

　さん

　100年以上続く伝統ある漬物
製造業の営業を務める34歳。

HighSchool NOW 大洲高等学校肱川分校Vol. 2

「
今
日
も
お
い
し
か
っ
た
ね
」
の
一
言
を

～市内 6校の高校生によるリレーエッセイ～

　

３
代
目
社
長
で
あ
る
父
は
行
動
力
が

あ
り
、
常
に
地
元
へ
の
愛
を
持
ち
続
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
洲
産
に
こ

だ
わ
り
な
が
ら
、
先
代
の
守
っ
て
き
た

も
の
を
し
っ
か
り
受
け
継
ぎ
、
地
域
の

農
家
の
み
な
さ
ん
と
協
力
し
て
、
消
費

者
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
商
品
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　昨年10月に開催された文化祭では、愛媛県無形民
俗文化財に指定されている伝統芸能の山鳥坂鎮

し め

縄神
楽を保存会のみなさんに披露していただきました。
昔の時代や文化を知ることができ、生徒も飛び入り
参加するなど、観客のみなさんにも喜んでいただき
ました。
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大洲市立図書館	 　☎ 59ー４111
長浜分館	 　☎ 5２ー11２1
肱川分館	 　☎ 3４ー２319
河辺分館　	 　☎ 39ー２111

図書館 《子どもとともに　本をひらこう　未来のページ》
（大洲市子ども読書活動推進計画キャッチフレーズ）

日 月 火 水 木 金 土
1 ２ 3 ４ 5 6

7 8 9 10 11 1２ 13
1４ 15 16 17 18 19 ２0
２1 ２２ ２3 ２４ ２5 ２6 ２7
２8 ２9 30 31

■＝ 5月の休館日
〈開館時間　午前 9時30分～午後 6時〉
※31日は館内図書整理日のため休館します。

5 月展示

平成29年度生涯学習講座―受講者募集―

一般：『お茶でひと息』
　「夏も近づく八十八夜～」で始まる唱歌「茶摘」。こ
の八十八夜とは、立春から数えて八十八日目のことで、
今年は ５ 月 ２ 日になります。この日に摘んだお茶は上
等とされ、飲むと長生きするともいわれています。
　図書館では日本茶に関する本や、お茶にぴったりな
和菓子の本を紹介します。
児童：�『百人一首　歌集からゲームまで』
　藤原定

さだ

家
いえ

が選んだとされる、小倉百人一首。春夏秋
冬の歌や恋の歌などがあり、今ではかるたとして有名
です。かるた遊びは、素早く札を取るために目を凝らし、
腕を伸ばし、時には暗記力も試される、頭も体も使う
ゲームです。
　図書館では百人一首をはじめ、トランプや花札など、
さまざまなカードゲームに関する本を紹介します。

（本文紹介TRCマークより）

オススメ新着図書

　誰かに殺されるのをみすみす許
すくらいならわが手で―。本能寺
を取り囲んだ光秀は信長がすでに
殺されたことを知る。いったい誰
が?�どうやって?�恋敵ではあるが、
切れ者の蘭丸は何をしていた?�光
秀の犯人捜しが始まった。

　真っ暗な寝室がこわかったク
リス。でも、宇宙飛行士が月に
降り立つのをテレビで観て、宇
宙には真っ暗な闇が広がって
いることを知り…。宇宙飛行士
クリス・ハドフィールドによる、
宇宙への夢が広がる絵本。

密室本能寺の変
風野　真知雄著　出版：祥伝社

くらやみのなかのゆめ（絵本）
クリス・ハドフィールド作，ザ・ファン・ブラザーズ絵
さくま�ゆみこ訳　出版：小学館

※�このほかにもたくさんの本が入っています（随時配
架しています）。
　図書館のホームページで図書の検索ができます。

	古文書解読講座	
「くずし字に慣れよう！　～江戸の和本を読書する～」
　講　師　山田　広

ひろ

志
し

　学芸員（大洲市立博物館）
　期　日　�5月24日㈬・7月26日㈬・9月27日㈬・
          10月25日㈬・平成30年 1月24日㈬・3月28日㈬
	文学・歴史講座	
「能楽事始め　～謡曲『橋弁慶』を謡

うた

おう～」
　講　師　澄田　恭

きょう

一
いち

　先生　（大洲史談会副会長）
　期　日　 6月28日㈬
「大洲加藤家 2代藩主　加藤泰

やす

興
おき

公　～月窓祭に思う～」
　講　師　上田　敏

さとし

�先生（前大洲市立博物館長）
　期　日　 8月23日㈬
「村島�宮の首遺跡　－県内唯一の石斧製作遺跡－」
　講　師　岡﨑　壮

そう

一
いち

　係長（教育委員会）　
　期　日　11月22日㈬
「盤

ばん

珪
けい

門下の禅僧たち」
　講　師　山田　広志　学芸員（大洲市立博物館）
　期　日　平成30年 2 月21日㈬
【場　所】　大洲市立図書館コミュニティホール
【時　間】　午前 9時45分～11時45分
【受講料】　無料
【申し込み・問い合わせ先】
大洲市立図書館　☎59－4111

図書館ボランティア募集

　図書館でボランティア活動をしたい、と思って
いる人はいませんか。
　現在、読み聞かせ、書架整理、環境美化などの
活動が行われています。ボランティアのみなさん
の意見を参考にしながら、幅広い活動を展開した
いと考えています。特に、図書館でのおはなし会や、
保健センターでの乳幼児健診時に協力いただける
読み聞かせボランティアを募集しています。
　中学生以上の人なら誰でも参加でき、都合のよ
い日に、できる範囲で活動していただけます。興
味のある人は、気軽にお問い合わせください。
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保健センター
大洲市保健センター☎23ｰ0310（大洲地域）
長浜保健センター　☎52ｰ3055（長浜地域）
肱川保健センター　☎34ｰ2340（肱川地域）
河辺保健センター　☎39ｰ2113（河辺地域）

小 児 在 宅 当 番 医
3 日㈬ みかんこどもクリニック※ （八幡浜市） ☎0894（２0）8800
4 日㈭ 亀 井 小 児 科 （ 東 大 洲 ） ☎0893（２4）37５7
５ 日㈮ 一次救急休日・夜間診療所※ （八幡浜市） ☎0894（２4）1199
7 日㈰ お お む ら 小 児 科 （ 内 子 町 ） ☎0893（44）7117
14日㈰ 守 口 小 児 科 ※ （八幡浜市） ☎0894（２4）7770
２1日㈰ 一次救急休日・夜間診療所※ （八幡浜市） ☎0894（２4）1199
２8日㈰ 大洲ななほしクリニック （ 東 若 宮 ） ☎0893（２５）7710

（診療時間：午前 9時～午後 5時　※は午後 6時まで。小児在宅当番医での外科
治療は対応困難のため、ケガの場合は、当日の救急病院をご利用ください）

５ 月の各種検診（健診） 
　妊婦関係（こんにちは赤ちゃんクラブ）　

　乳幼児関係　
実施日 受付時間 場　所 対　象　者 持参品
9日㈫

午後 0時45分～
1時30分

大洲市
保健センター

4カ月児健診　　　（28年12月生） 母子健康手帳・アンケート・バスタオル
10日㈬ 10カ月児育児相談（28年 7 月生） 母子健康手帳・アンケ

ート・ハンドタオル16日㈫ 1歳 6カ月児健診（27年10月生）
23日㈫ 3歳児健診　　　　（26年 4 月生）

　特定健診・がん検診・結核検診・肝炎ウイルス検診・後期高齢者健診

　婦人がん検診（乳がん検診・子宮頸がん検診）

　39歳以下健診・乳腺エコー検査（要予約）・子宮頸がん検診（要予約）

　肺がんCT検診（要予約）

実施日 受付時間 場　所 内　　　　容

24日㈬
25日㈭
26日㈮

午前 8時30分～11時 市民会館

【対象者／料金】
▽特定健診　　　　　　40～74歳の国保加入者／1,000円
※該当者には、案内状を送付します。
※保険証・受診券・質問票を持参してください。
▽胃がん検診　　　　　40歳以上の人／1,300円
▽肺がん検診　　　　　�40歳以上の人／700円
▽大腸がん検診　　　　40歳以上の人／600円
▽前立腺がん検診　　　50歳以上の男性／2,160円
▽肝炎ウイルス検診　　�40歳以上の人／700円
※75歳以上の人は、前立腺がん検診を除いて無料
▽結核検診(肺がん検診で同時実施)　65歳以上の人／無料
▽後期高齢者健診　　　75歳以上の人／無料
※�本人確認のため保険証をご持参ください。

実施日 乳がん受付時間 子宮頸がん受付時間 場　所 対　　象　　者
16日㈫
23日㈫

午前 9時30分～11時
午後 0時30分～ 2時

午後 1時～ 1時30分

肱川保健
センター

【対象者/料金】
▽子宮頸がん検診
20歳以上の女性／ 1,000円
▽乳がん検診　　　
40歳以上の女性／ 1,200円
※75歳以上の女性は無料
※本人確認のため保険証をご持参ください。

18日㈭ 午前 9時30分～11時
午後 1時～ 2時

河辺基幹集
落センター

24日㈬
25日㈭

午前 8時30分～11時
午後 1時～ 1時30分 市民会館

実施日 受付時間 場　　　所 内　　容

18日㈭
19日㈮
21日㈰

▽39歳以下健診
午前 8時30分～11時
▽乳腺エコー検査
午前 8時30分～11時30分
▽子宮頸がん検診
午前 8時30分～10時

大洲市保健センター

【対象者／料金】
▽39歳以下健診　　　20～39歳以下の人／1,000円
▽乳腺エコー検査　　20～39歳以下の女性／4,412円
▽子宮頸がん検診　　20～39歳以下の女性／1,000円
※�乳腺エコー検査・子宮頸がん検診は、 4月24日㈪か
ら予約を受け付けています。

※子宮頸がん検診は21日㈰のみ実施です。
※本人確認のため保険証をご持参ください。

実施日 受付時間 場　　　所 対象者および内容 持参品

22日㈪ 午後 1時～
1時20分

大洲市
保健センター

【対象者】出産予定日が 8月～11月の人
【内　容】・お口のお話
　　　　・歯科検診�
　　　　・栄養アンケート記入
※�唾液チェックのため、午前11時まで
には昼食をとってください。

・妊婦歯科健診受診票
・母子健康手帳
・筆記用具、タオル
・�テキスト（初回参加
時配布されたもの）

実施日 受付時間 場　　　所 対　　象　　者
18日㈭
19日㈮
21日㈰

午前 9時～
11時30分 大洲市保健センター

【対象者／料金】
▽肺がんCT検診　40歳以上の人／ 4,000円
※本人確認のため保険証をご持参ください。
※ 4月24日㈪から予約を受け付けています。
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各種相談ガイド （曜日指定の相談は、祝日・年末年始を除きます）

▽市民法律相談　※要電話予約
時　 5月27日㈯　午前10時～午後 4時
場　大洲市民会館
問　総務課行政係　☎24－1724

▽無料労務相談　※要電話予約
時　 5月18日㈭　午後 2時～ 4時30分
場　大洲商工会館
問　大洲商工会議所　☎24－4111
▽年金出張相談　※要電話予約
時　 5月 9日㈫ ･ 23日㈫
　　午前10時～午後 3時30分
場　総合福祉センター
問　松山西年金事務所　☎089－925－5105
▽行政相談（総務省）
大洲地域
時　 5月19日㈮　午前 9時～正午
場　市役所 3階第 2会議室
問　総務課行政係　☎24－1724
長浜地域
時　 5月26日㈮　午後 1時～ 4時
場　長浜体育館 1階会議室
問　長浜支所　☎52－1111
肱川地域
時　 5月 8日㈪　午後 1時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　肱川支所　☎34－2320
河辺地域
時　 5月10日㈬　午前10時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　河辺支所　☎39－2112
▽不動産無料相談
時　 5月15日㈪　午前10時～午後 4時
場　宅建協会大洲地区連絡協議会
問　ビアスプランニング㈱　☎25－1747

▽人権相談
大洲地域
時　 5月15日㈪　午前10時～正午
場　平野公民館
時　 5月19日㈮　午前10時～正午
場　人権啓発課（別館 3階）
長浜地域
時　 5月19日㈮　午後 1時～ 3時
場　長浜体育館
河辺地域
時　 5月10日㈬　午前10時～正午
場　河辺公民館
問　急ぐときは法務局大洲支局
　　☎0570－003－110
　　人権啓発課　☎24－1746

▽子育て相談
家庭児童相談
時　�月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　子育て支援課
問　☎24－5718
家庭教育・子育て相談
時　�月・火・木・金曜日の午前 9時～午後 4時
場　�大洲子育てサポートそよ風（喜多小学校内）
問　☎24－4580

▽	ふれあいスクール相談
　【不登校・ひきこもりなど】
時　�月～木　午前 8時30分～午後 5時
場　国立大洲青少年交流の家（自然環境館 3階）
問　☎24－1414

▽青少年相談
時　�月～金　午前 8時30分～午後 5時15分
場　青少年センター（教育委員会内）
問　☎24－7830

救急当番病院
曜  日 昼間帯 【午前 8時30分～午後 5時30分】 夜間帯 【午後 5時30分～翌午前 8時30分】

月・火 市 立 大 洲 病 院（西大洲） 　☎24－2151
水 加 　 戸 　 病 　 院（内子町） 　☎44－5500

木 大洲記念病院（徳　森）
☎25－2022

市立八幡浜総合病院（八幡浜市）
☎0894（22）3211

金～日 大 洲 中 央 病 院（東大洲） 　☎24－4551

大洲喜多休日夜間急患センター
【場　　所】　大洲市東大洲
【電　　話】　0₈93（23）115₆
【診療科目】　内科
【診療時間】　平日・土曜　午後 ₈時～ 11時
　　　　　　日曜・祝日　午前 9時～午後 ₆時

　曜日によって救急当番病院は変わります。昼間・夜間の救急などのご相談は、
その日の救急当番病院にご連絡ください。

※休日や夜間に急に具合が悪くなった人の診察を行います。
　一般の夜間診療所ではありません。

 個人的なご相談 5,000円 事業者のご相談 10,000円

まずはお電話下さい。☎0893-57-6266

◆相談料(1時間ごと)         ※土日・平日夕方のご相談は応相談

大洲市中村231愛媛舗道ビル2階  http://www.murakami-law.net

弁護士費用の分割払いも可能です。

▽心配ごと相談
大洲地域
時　〔�一般相談〕毎週月・水曜日
　　〔��法律相談〕
　　　弁護士　※�要電話予約
　　　毎月第 1・ 3火曜日
　　　司法書士など　
　　　毎月第 2・ 4・ 5火曜日・毎週木曜日
　　〔��介護相談〕毎週金曜日
　　�午前10時～正午・午後 1時～ 4時
　　※法律相談（弁護士）は午前10時～正午
場　総合福祉センター
問　社会福祉協議会窓口　☎23－0313
    （相談室直通）　　　　☎23－5629
長浜地域
時　 5月26日㈮　午後 1時～ 4時
場　長浜体育館 1階会議室
問　社会福祉協議会長浜支所　☎52－1194
肱川地域
時　 5月 8日㈪　午後 1時30分～ 4時30分
場　肱川公民館 2階青年室
問　社会福祉協議会肱川支所　☎34－2312
河辺地域
時　 5月10日㈬　午前 9時～正午
場　河辺老人福祉センター
問　社会福祉協議会河辺支所　☎39－2510

▽物忘れ相談　※要電話予約
時　 5月25日㈭　午後 1時～ 2時
場　総合福祉センター 1階応接室
問　地域包括支援センター（高齢福祉課内）
　　☎24－1714
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　　　読み聞かせボランティア
　　　ぼちぼちいこ会

     代表　東
ひがし

野
の

　理
り

恵
え

 さん

がんばるひと
おおずの元気

　平成21年に、絵本が好きな大洲小学校の保護者５人で
始まった読み聞かせボランティア「ぼちぼちいこ会」は、
名前のとおり無理をせずマイペースをモットーに、現在
17人の仲間たちと楽しく活動しています。毎週木曜日の
朝、それぞれが選んだ本を持ち寄り、各クラスで読み聞
かせをしています。また、年に数回ですが会報を作成し
たり、学校のブログにも掲載していただくなど、活動の
アピールもしています。
　私は、仲のいい保護者から「気軽な気持ちで見学に来
て」と誘われたのがきっかけで「ぼちぼちいこ会」に入
り、大洲小学校へ読み聞かせに行き始めて５年になりま
す。子育てをするなかで、自分の子どもたちには絵本を
読んでいましたが、初めのころは少し緊張したことを覚
えています。
　子どもは正直なので、面白い本や興味のある本にはす
ぐに反応してくれます。子どもたちの反応を想像しなが
ら、いろいろなジャンルの本を選ぶのは、私たちにとっ
てとても楽しい時間です。そして、いつか「この本、読
んでもらったことがある」と思い出してもらえたら、と
てもうれしいです。
　「ぼちぼちいこ会」は、これからも絵本が好きな仲間
たちと活動を続けていきます。私たちと一緒に読み聞か
せをしてみませんか。
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ま
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。
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。
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